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９
月
定
例
会
議
は
、
９
月
４
日
か
ら
11
日

ま
で
の
８
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
鈴
木
町
長
が
再
任
に
当
た
っ
て
所

信
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
26
年
度

各
会
計
の
決
算
認
定
の
ほ
か
、
26
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
な
ど
13
件
が
提
出
さ
れ
、
す

べ
て
全
議
員
の
賛
成
で
原
案
ど
お
り『
決
定
』

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は

３
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
の
対
応
や
考
え

を
た
だ
し
ま
し
た
。

監
査
委
員
の
意
見

監
査
委
員
の
意
見

決

算

の

概

要

決

算

の

概

要

バイオリン演奏を練習する　　葛巻保育園児　　　　　

９月定例会議９月定例会議

町長に決算審査意見書を提出する監査委員

26年度決算

総額95億円

安心安心してして住住めるめる まちづくりまちづくりをを推進推進

●26年度会計別の決算状況
会　計　名 歳入（収入） 歳出（支出）
一般会計 66億3016万円 62億4825万円

特
別
会
計

国民健康保険事業 12億2464万円 11億4328万円
簡易水道事業 5億5881万円 5億4922万円
農業集落排水事業 1億9378万円 1億9048万円
後期高齢者医療事業 7362万円 6967万円
国保葛巻病院事業 9億 528万円 13億1590万円
合　　　計 95億8629万円 95億1680万円

※
病
院
事
業
会
計
の
決
算
は
、

７
月
定
例
会
議
で
認
定
し
ま
し

た
が
、
特
別
会
計
の
決
算
額
に

含
め
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

財政健全化判断比率は ｢健全｣ を維持
　「財政健全化法」に基づく、26年度一般会計、特
別会計、第３セクターなどの決算を含めた各指標は、
左の表のとおりいずれも基準を下回りました。
　また、簡易水道事業、農業集落排水事業のいずれ
も黒字のため資金不足は発生していません。※各指標の(  )内の％は早期健全化の基準で、数値が低

いほど健全な財政運営になります。

●健全化判断比率
各　指　標 26年度 25年度 比較

実 質 赤 字 比 率 (15%) 赤字なし 赤字なし －
連結実質赤字比率 (20%) 赤字なし 赤字なし －
実 質 公 債 費 比 率 (25%) 6.4% 7.8% △1.4
将 来 負 担 比 率 (350%) なし なし －

　

26
年
度
決
算
は
、
病
院
事

業
会
計
を
除
く
会
計
が
黒
字

で
各
種
財
政
指
標
も
改
善
さ

れ
て
お
り
、
財
政
運
営
の
健

全
性
が
維
持
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

収
入
未
済
額
が
減
少
し
て

お
り
、
職
員
の
努
力
の
成
果

が
表
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
財
政
運
営
は
約
８

割
を
地
方
交
付
税
な
ど
の
財

源
に
依
存
し
て
い
る
財
政
構

造
の
た
め
、
自
主
財
源
の
確

保
に
努
力
が
必
要
で
す
。

　

26
年
度
の
一
般
会
計
と
５

特
別
会
計
の
支
出
額
は
95
億

１
６
８
０
万
円
で
前
年
度
比

８
億
３
１
６
０
万
円
、
９
・

６
％
の
増
加
で
す
。

　

一
般
会
計
の
支
出
総
額
は

62
億
４
８
２
５
万
円
で
前
年

度
比
５
６
３
９
万
円
、
０
・

９
％
増
加
し
ま
し
た
。
総
合

運
動
公
園
多
目
的
グ
ラ
ン
ド

改
修
事
業
な
ど
、
普
通
建
設

事
業
費
の
増
加
が
主
な
要
因

で
す
。

　

会
計
別
の
決
算
状
況
は
下

の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

３
期
目
の
町
政
運
営
は
、

町
に
住
む
誰
も
が
「
安
心
し

て
」「
夢
と
誇
り
」
を
持
っ

た
生
活
を
こ
の
先
も
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
葛
巻
町
に
し

て
い
く
た
め
に
、
山
村
の
持

つ
資
源
と
機
能
を
活
用
し
た

取
り
組
み
に
全
力
を
尽
く
し

ま
す
。

　
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環

境
の
確
立
」
の
た
め
に
、
葛

巻
病
院
、
若
者
世
代
向
け
の

住
環
境
の
整
備
や
高
齢
者
に

や
さ
し
い
生
活
環
境
の
構
築

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
次
代
を
担
う
人
材
の
育

成
と
確
保
」
の
た
め
に
、
江

刈
小
学
校
校
舎
改
築
な
ど
、

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い

環
境
の
充
実
、
移
住
・
定
住
・

山
村
留
学
制
度
の
推
進
、
ス

ポ
ー
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど

町
へ
足
を
運
ん
で
も
ら
う
た

め
の
施
策
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
「
地
域
産
業
の
新
た
な
展

開
と
発
展
」
の
た
め
に
、
地

域
資
源
の
高
付
加
価
値
化
と

雇
用
創
出
、
新
葛
巻
型
酪
農

構
想
の
着
実
な
推
進
を
は
じ

め
、
農
・
商
・
工
連
携
に
よ
る

産
業
振
興
、
包
括
的
な
「
く

ず
ま
き
ブ
ラ
ン
ド
」
の
確
立

な
ど
の
取
り
組
み
を
強
化
し

ま
す
。

　

町
が
持
つ
資
源
を
最
大
限

に
生
か
し
、
葛
巻
だ
か
ら
で

き
る
、
葛
巻
に
し
か
で
き
な

い
取
り
組
み
を
大
切
に
し
、

町
の
魅
力
向
上
と
独
創
性
を

高
め
、
人
口
減
少
問
題
を
克

服
し
て
い
き
ま
す
。

町
長
3
期
目
の
所
信
を
表
明

「
夢
と
誇
り
を
持
て
る
町
に
」

「
夢
と
誇
り
を
持
て
る
町
に
」

鈴木町長



４５

教育費が50％増加教育費が50％増加 町町のの貯金貯金がが4747億円に億円に

　

歳
入
総
額
は
66
億
３
０
１

６
万
円
で
前
年
度
比
３
２
９

７
万
円
、
０
・
５
％
の
増
加

で
す
。

　

歳
入
全
体
の
約
５
割
を
占

め
る
地
方
交
付
税
は
、
34
億

４
３
５
５
万
円
で
前
年
度
に

比
べ
て
６
４
１
０
万
円
、１
・

８
％
減
少
し
ま
し
た
。
普
通

交
付
税
の
減
額
が
主
な
要
因

で
す
。

　

町
債
（
借
入
金
）
は
、
５

億
２
１
５
３
万
円
で
、
公
営

住
宅
整
備
な
ど
普
通
建
設
事

業
費
の
増
に
よ
り
、
前
年
度

比
３
８
４
７
万
円
、
８
％
増

加
し
ま
し
た
。

　

町
税
は
、
４
億
７
６
５
０

万
円
で
固
定
資
産
税
の
減
に

よ
り
、
前
年
度
比
４
８
９
万

円
、
１
％
減
少
し
ま
し
た
。

　

歳
出
総
額
は
、
62
億
４
８

２
５
万
円
で
前
年
度
比
５
６

３
９
万
円
、
０
・
９
％
の
増

加
で
す
。

　

教
育
費
は
５
億
５
９
９
９

万
円
で
、
総
合
運
動
公
園
多

目
的
グ
ラ
ン
ド
改
修
事
業

（
人
工
芝
・
全
天
候
型
舗
装
ト

ラ
ッ
ク
整
備
）、
社
会
体
育

館
耐
震
補
強
工
事
な
ど
ハ
ー

ド
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
前

年
度
比
１
億
８
５
８
６
万

円
、
50
％
増
加
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
公
債
費
（
借

入
金
の
返
済
額
）
が
前
年
度

比
９
７
５
６
万
円
、13
・
２
％

減
少
す
る
な
ど
、
義
務
的
経

費
（
支
出
が
義
務
づ
け
ら
れ

た
経
費
）
の
節
減
に
努
め
ま

し
た
。

26年度一般会計の支出を町民一人当たりにすると （家計簿に例えると･･･）
繰出金 9.3％
子供への
仕送り
85,000円

負担金等 29.9％

年金･保険料等
275,000円

物件費 13.9％
光熱水費等
128,000円

建設事業費 16.4％
家の増改築等
151,000円

公債費 10.3％
住宅ローン等
95,000円

扶助費 7.5％
医療費等
69,000円

人件費 12.7％
食費
117,000円

920,000円
27年3月末の人口

6,796人 ］［

昨年度より
住宅ローン
の借金が
減ったわ。

項　目 摘　　　　要

総務費 町の財産管理や町税の事務などに充てる経費

民生費 高齢者や障がい者、保育所の運営など社会保
障に充てる経費

衛生費 保健･衛生･環境などの業務に充てる経費

公債費 事業のために国などから借りたお金の元利償
還金

教育費 小･中学校の運営や社会教育・体育事業などに
充てる経費

農林水産業費 農林･畜産業の振興などに充てる経費

土木費 道路・公園・河川などの建設や維持管理に充て
る経費

消防費 防災や災害時の活動などに充てる経費

災害復旧費 洪水などの被害を受けた施設を復旧する事業
の経費

議会費 議会の運営に充てる経費

その他の経費 商工費、労働費、諸支出金、予備費などの経
費

項　目 摘　　　　要

自
主
財
源

﹇
町
が
自
力
で
収
入

で
き
る
お
金　
　

﹈

町税 町民税や固定資産税など、町民の皆
さんからの税金

諸収入 町税等の延滞金や預金利子など

分担金及び
負担金

保育所や老人ホームなどの利用者が
負担するお金

その他の
自主財源

使用料、手数料など他の収入科目に
含まれないお金

依
存
財
源

﹇
国
・
県
な
ど
か
ら
、
交
付
、

割
り
当
て
ら
れ
る
お
金　
　

﹈

地方交付税 町の財政需要の状況により国から配
分されるお金

国庫支出金 事業を行うために国からもらうお金

町債 事業を行うために国や金融機関など
から借りるお金

県支出金 事業を行うために県からもらうお金

地方譲与税 自動車重量税など国税から町に配分
されるお金

その他の
依存財源

地方消費税交付金、利子割交付金、
交通安全対策特別交付金など

町の貯金が
増えたね。

教育費と衛
生費が増加
したね。

26年度一般会計決算を見る
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基
金
（
貯
金
）
残
高
は
、

47
億
３
０
４
７
万
円
で
、
前

年
度
比
２
億
９
６
５
３
万

円
、
６
・
７
％
増
加
し
ま
し

た
。

　

町
債
（
借
入
金
）
残
高
は
、

82
億
５
２
１
７
万
円
で
前
年

度
比
４
７
０
３
万
円
、
０
．

６
％
の
減
少
で
す
。

民生費
12億6344万円
20.2％

民生費
12億6344万円
20.2％

民生費
12億6344万円
20.2％

歳入
66億円

歳出
62億円

衛生費
8億2535万円
13.2％

衛生費
8億2535万円
13.2％

衛生費
8億2535万円
13.2％

総務費
14億619万円
22.5％

総務費
14億619万円
22.5％

総務費
14億619万円
22.5％

農林水産業費
5億683万円
8.1％

農林水産業費
5億683万円
8.1％

農林水産業費
5億683万円
8.1％

公債費
（借入金の返済額）
6億4373万円
10.3％

公債費
（借入金の返済額）
6億4373万円
10.3％

公債費
（借入金の返済額）
6億4373万円
10.3％

土木費
4億8665万円
7.8％

土木費
4億8665万円
7.8％

土木費
4億8665万円
7.8％

消防費
2億8233万円　4.5％
消防費
2億8233万円　4.5％
消防費
2億8233万円　4.5％

災害復旧費
1億5934万円　2.6％
災害復旧費
1億5934万円　2.6％
災害復旧費
1億5934万円　2.6％

その他の経費
4700万円
0.7％

その他の経費
4700万円
0.7％

その他の経費
4700万円
0.7％

議会費
6741万円　1.1％
議会費
6741万円　1.1％
議会費
6741万円　1.1％

町税
4億7649万円
7.2％

町税
4億7649万円
7.2％

町税
4億7649万円
7.2％

諸収入
1億4560万円
2.2％

諸収入
1億4560万円
2.2％

諸収入
1億4560万円
2.2％

分担金及び負担金
6232万円
1.0％

分担金及び負担金
6232万円
1.0％

分担金及び負担金
6232万円
1.0％

その他の自主財源
8億2796万円
12.4％

その他の自主財源
8億2796万円
12.4％

その他の自主財源
8億2796万円
12.4％

地方交付税
34億4355万円
51.9％

地方交付税
34億4355万円
51.9％

地方交付税
34億4355万円
51.9％

町債（借入金）
5億2153万円
7.9％

町債（借入金）
5億2153万円
7.9％

町債（借入金）
5億2153万円
7.9％

国庫支出金
6億4852万円
9.8％

国庫支出金
6億4852万円
9.8％

国庫支出金
6億4852万円
9.8％

県支出金
3億4438万円
5.2％

県支出金
3億4438万円
5.2％

県支出金
3億4438万円
5.2％

地方譲与税
7458万円　1.1％
地方譲与税
7458万円　1.1％
地方譲与税
7458万円　1.1％

その他依存財源
8433万円　1.3％
その他依存財源
8433万円　1.3％
その他依存財源
8433万円　1.3％

自主財源
15億1327万円
22.8％

自主財源
15億1327万円
22.8％

自主財源
15億1327万円
22.8％

依存財源　51億1689万円
77.2％

依存財源　51億1689万円
77.2％

依存財源　51億1689万円
77.2％

教育費
5億5999万円
9.0％

教育費
5億5999万円
9.0％

教育費
5億5999万円
9.0％



６７

決算特別委員会
町
屋
の
利
活
用

調
査
の
内
容
は

新
病
院
建
設

進
行
状
況
は

江
刈
簡
易
水
道

工
事
の
状
況
は

水
洗
化
支
援

事
業
効
果
は

牧
草
地
の
除
染

今
後
の
計
画
は

若
者
住
宅
な
ど

建
設
の
計
画
は

検
診
受
診
率

向
上
対
策
は

パ
ー
ト
ナ
ー
事
業

昨
年
度
の
実
績
は

遊
休
農
地
解
消

活
動
の
状
況
は

政
策

秘
書

葛
巻

病
院

建
設

水
道

建
設

水
道

農
林

環
境

総
務

企
画

健
康

福
祉

農
業

委
員
会

農
業

委
員
会

　
　

町
屋
の
利
活
用
に
関
す

る
調
査
業
務
の
内
容
は
。

　
　

新
町
地
区
の
、
町
屋
の

利
活
用
方
法
を
検
討
す
る
調

査
で
す
。

　

本
町
を
訪
れ
る
観
光
客
の

町
場
滞
在
を
促
す
た
め
に
、

町
屋
の
価
値
や
誘
客
資
源
の

掘
り
起
こ
し
の
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　
　

新
病
院
の
建
設
進
行
状

況
や
、
規
模
・
特
徴
は
。

　
　

現
在
、
敷
地
造
成
と
実

施
設
計
の
作
成
を
進
め
て
い

ま
す
。
12
月
に
本
体
工
事
を

発
注
し
、
29
年
３
月
の
完
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

新
病
院
は
60
床
の
規
模

で
、
廊
下
、
外
来
の
待
合
室

ス
ペ
ー
ス
や
病
室
を
広
く
整

備
す
る
計
画
で
す
。
各
病
室

に
ト
イ
レ
を
設
置
し
、
冷
房

を
全
館
に
完
備
し
ま
す
。
安

　
　

江
刈
簡
易
水
道
整
備
工

事
の
進
行
状
況
と
、
今
後
の

計
画
は
。

　
　

水
洗
化
普
及
支
援
事
業

の
導
入
に
よ
る
、
整
備
の
状

況
や
事
業
効
果
は
。

　
　

26
年
度
は
27
件
の
補
助

事
業
の
活
用
が
あ
り
ま
し

た
。
事
業
の
推
進
に
よ
り
、

町
の
水
洗
化
率
が
１
・
３
％

上
昇
し
て
、
50
・
９
％
に
増

加
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
県
平
均
の
水
洗

化
率
（
77
・
８
％
）
の
達
成

を
目
標
に
し
て
い
る
た
め
、

今
後
も
事
業
を
継
続
で
き
る

よ
う
に
内
部
で
調
整
を
進
め

ま
す
。

　
　

牧
草
地
の
除
染
事
業
の

実
績
と
今
後
の
見
通
し
は
。

　
　

26
年
度
ま
で
に
４
２
４

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
除
染
を
行
い

ま
し
た
。
補
助
事
業
が
継
続

さ
れ
る
28
年
度
ま
で
、
確
実

に
行
い
ま
す
。

　

除
染
の
計
画
画
積
は
２
０

０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
が
、

傾
斜
地
な
ど
で
除
染
作
業
が

困
難
な
場
所
が
あ
る
た
め
、

除
染
を
実
施
で
き
る
面
積

は
、
約
１
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
　

町
有
住
宅
な
ど
を
、
今

後
も
増
築
す
る
計
画
が
あ
り

ま
す
か
。

　
　

若
い
方
を
町
外
か
ら
受

け
入
れ
る
た
め
の
住
宅
を
、

町
内
の
各
地
域
に
整
備
す
る

考
え
で
す
。

　

本
年
度
、
定
住
促
進
住
宅

を
中
村
地
区
に
整
備
し
ま
し

た
。
五
日
市
地
区
は
現
在
建

設
中
で
す
。

　
　

各
種
検
診
事
業
の
受
診

率
を
向
上
さ
せ
る
対
策
は
。

　
　

検
診
受
診
率
の
向
上
を

目
的
に
、
病
気
に
関
係
す
る

資
料
の
提
供
や
生
活
習
慣
病

予
防
の
研
修
会
を
開
催
し

て
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康

意
識
を
高
め
る
こ
と
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
　

農
業
後
継
者
等
パ
ー
ト

ナ
ー
事
業
の
実
績
は
。

　
　

22
年
12
月
に
協
議
会
を

立
ち
上
げ
、
独
身
男
女
の
結

婚
支
援
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

26
年
度
は
、
現
代
の
結
婚

事
情
に
つ
い
て
の
講
演
会

や
、
出
会
い
と
交
流
の
場
と

し
て
の
ワ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
を

開
催
し
ま
し
た
。
25
・
26
年

度
に
、
一
組
ず
つ
カ
ッ
プ
ル

が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　
　

遊
休
農
地
解
消
の
た
め

の
活
動
状
況
は
。

　
　

遊
休
農
地
面
積
は
４
６

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
町
の
農
地

面
積
４
２
２
５
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
占
め
る
割
合
は
１
・
１
％

で
す
。

　

遊
休
農
地
の
所
有
者
の
意

向
を
確
認
し
て
、
農
地
の
調

整
を
行
う
「
農
地
中
間
管
理

機
構
」
な
ど
が
貸
借
の
調
整

を
行
い
、
遊
休
農
地
の
解
消

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

決
算
特
別
委
員
会
（
山
岸
は
る
美
委

員
長
、
山
崎
邦
廣
副
委
員
長
）
を
設
置

し
、
９
月
９
日
に
各
会
計
の
26
年
度
決

算
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

一 般
会 計

特 別
会 計

問問

問

問

問

問 問

問

問

答答

答 答

答

答 答

答

答

牧草地の除染作業の様子（吉ヶ沢地区）

～町のお金をどう使った？～～町のお金をどう使った？～26年度決算を検証

　
　

30
年
度
中
の
完
成
を
目

指
し
て
、
計
画
ど
お
り
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

江
刈
簡
易
水
道
整
備
事
業

完
成
後
は
、
馬
淵
川
簡
易
水

道
な
ど
老
朽
化
し
て
い
る
箇

所
を
整
備
す
る
考
え
で
す
。

新たな水道管を設置（江刈馬渕地区）

賛
成
討
論

賛
成
討
論
（
要
約
）

鈴
木　

満　

議
員

　

私
は
、
26
年
度
一
般
会
計

と
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決

算
を
認
定
す
る
こ
と
に
賛
成

の
立
場
か
ら
討
論
し
ま
す
。

　

26
年
度
は
、
町
民
が
生
活

の
中
で
不
安
に
感
じ
て
い
る

部
分
を
解
消
す
る
た
め
に
、

「
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
町
づ
く
り
」
の
た
め
の
施

策
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

町
民
生
活
に
身
近
な
部
分

で
は
、「
水
洗
化
普
及
支
援

事
業
」
の
新
設
に
よ
り
、
衛

生
的
で
快
適
な
生
活
環
境
の

整
備
に
努
め
ま
し
た
。

　

子
育
て
分
野
で
は
、
予
防

接
種
助
成
や
多
子
世
帯
へ
の

保
育
料
軽
減
措
置
が
拡
充
さ

れ
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

　

新
病
院
の
建
設
も
着
実
に

進
み
は
じ
め
、
町
民
の
健
康

と
生
命
を
守
る
大
き
な
役
割

を
担
う
施
設
で
あ
る
た
め
、

事
業
執
行
に
万
全
を
期
す
よ

う
望
み
ま
す
。

　

産
業
振
興
で
は
、「
新
葛

巻
型
酪
農
構
想
」
が
策
定
さ

れ
、
今
後
は
構
想
の
具
体
化

に
よ
り
町
の
酪
農
全
体
の
基

盤
強
化
が
図
ら
れ
る
も
の
と

期
待
し
ま
す
。

　

26
年
度
の
一
般
会
計
と
特

別
会
計
は
、
各
種
事
業
が
効

率
的
・
効
果
的
に
執
行
さ
れ

た
こ
と
を
、
高
く
評
価
し
ま

す
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
継
続
し
、
地
方
創
生

な
ど
町
が
取
り
組
む
べ
き
各

種
施
策
の
さ
ら
な
る
充
実
、

発
展
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

■
反
対
討
論
な
し
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心
し
て
診
察
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
外
来
の
中
待
合
室

を
廃
止
し
て
、
直
接
診
察
室

に
入
る
設
計
に
し
ま
す
。



　

要
介
護
認
定
者
は
６
０
８

人
で
、
う
ち
軽
度
の
認
知
症

が
疑
わ
れ
る
高
齢
者
は
３
５

８
人
（
約
６
割
）
で
す
。
認

知
症
は
、
閉
じ
こ
も
り
や
寝

た
き
り
と
の
関
係
が
深
い
と

考
え
ら
れ
、
社
会
参
加
活
動

や
人
と
の
関
わ
り
を
持
ち
続

け
る
対
応
策
を
強
化
し
ま
す
。

　

現
在
、
要
支
援
１
、
要
支

援
２
の
方
を
対
象
に
行
っ
て

い
る
介
護
予
防
訪
問
介
護
と

通
所
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
は
、

29
年
４
月
か
ら
地
域
支
援
事

業
と
し
て
町
に
日
常
生
活
支

援
事
業
と
と
も
に
移
行
さ
れ

ま
す
。
今
後
、
具
体
化
に
向

け
た
検
討
を
行
い
ま
す
。

山
やま

岸
ぎし

はる美
み

 議員

８

問

答

高齢者施策の向上策は

社会参加を促す支援策を強化
柴
しば

田
た

 勇
いさ

雄
お

 議員

　
　
　
　

高
齢
者
福
祉
は
、

今
後
、核
家
族
化
に
よ
る
老
々

介
護
、
認
々
介
護
、一人
暮
ら

し
高
齢
者
の
増
加
な
ど
の
問

題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
施
策
の
充
実

向
上
の
取
り
組
み
を
伺
い
ま

す
。

　
　
　
　

昨
年
10
月
１
日
現

在
の
高
齢
化
率
は
、39
・
９
％

で
す
。
５
年
後
の
高
齢
化
率

推
計
は
44
・
１
％
で
、
高
齢

者
人
口
が
減
少
し
、
高
齢
化

率
は
上
昇
し
ま
す
。

　

町
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
数
は
、

現
在
26
ク
ラ
ブ（
５
７
１
人
）

加
入
率
20・
７
％
で
、
会
員

が
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
、

地
域
で
の
孤
立
防
止
を
図
る

た
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
体
制

強
化
は
重
要
と
考
え
、
関
係

団
体
と
活
動
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

高
齢
者
の
虐
待
防
止
施
策

は
、
先
般
、
特
養
「
高
砂
荘
」

で
施
設
職
員
に
よ
る
入
所
者

へ
の
虐
待
事
件
が
発
生
し
ま

し
た
。
誠
に
遺
憾
な
事
件
で
、

入
所
者
、
ご
家
族
に
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

18
年
４
月
に
高
齢
者
虐
待

防
止
法
が
施
行
さ
れ
、
特
に

家
族
や
親
族
の
「
養
護
者
」

と
「
施
設
職
員
」
に
よ
る
虐

待
防
止
規
定
が
厳
格
化
さ
れ

ま
し
た
。
虐
待
は
、
地
域
や

職
場
で
の
「
気
づ
き
」
が
早

期
発
見
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
養
護
者
、
施
設
職
員
は

も
と
よ
り
、
民
生
児
童
委
員
、

地
域
安
心
生
活
支
援
員
な
ど

の
関
係
者
を
含
め
た
研
修
会

を
定
期
的
に
開
催
す
る
な
ど

啓
発
活
動
に
努
め
、
高
齢
者

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

長寿を祝う会の様子

議
員

町
長

一般質問～ 今ここが聞きたい ～

　
　
　
　

こ
の
林
道
は
急
な

山
あ
い
を
走
る
総
延
長
９
・

８
㎞
の
路
線
で
す
。
特
に
平

船
地
区
側
は
、
法
面
の
傾
斜

が
き
つ
く
軟
弱
な
土
質
か
ら

豪
雨
な
ど
の
影
響
を
受
け
や

す
く
、
25
年
９
月
に
一
部
崩

落
が
あ
り
、
そ
の
後
、
通
行

止
め
に
し
、
経
過
観
察
し
て

き
ま
し
た
。

　

10
月
上
旬
ま
で
に
は
、
路

線
を
ふ
さ
い
で
い
る
土
砂
な

ど
の
除
去
作
業
を
進
め
て
一

部
通
行
解
除
を
行
い
、
来
年

度
に
抜
本
的
な
復
旧
工
事
を

実
施
し
て
、
通
行
の
安
全
確

保
と
本
路
線
の
機
能
向
上
に

努
め
ま
す
。

問

答

労働力人口の確保策は

新 た な 地 域 産 業 を 創 出
　
　
　
　

町
内
産
業
の
活
性

化
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

町
が
進
め
る
労
働
力
人
口

の
確
保
策
は
。

　
　
　
　

22
年
国
勢
調
査
の

産
業
別
就
業
人
口
は
３
４
８

１
人
で
、
15
歳
以
上
の
就
業

率
は
52
・
３
％
で
す
。
20
年

前
の
調
査
と
比
較
し
て
、
就

業
人
口
で
約
２
０
０
０
人
、

就
業
率
で
13
・
１
ポ
イ
ン
ト

減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
、
22
年
度
に

「
若
者
・
高
齢
者
雇
用
奨
励

金
」
を
創
設
し
て
、
５
年
間

で
47
事
業
所
、
１
７
６
人
を

対
象
に
約
５
３
０
０
万
円
の

奨
励
金
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
労
働
力
人
口
の
確

保
策
と
し
て
、
基
幹
産
業
の

酪
農
、
林
業
の
振
興
を
柱
に
、

新
葛
巻
型
酪
農
構
想
の
推
進
、

循
環
型
の
林
業
振
興
、
包
括

的
な
「
く
ず
ま
き
ブ
ラ
ン
ド
」

の
確
立
な
ど
に
取
り
組
み
、
雇

用
の
場
の
確
保
と
次
代
を
担

う
人
材
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

特
に
も
、
若
い
世
代
が
町

に
定
住
し
、
各
産
業
分
野
に

定
着
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う

育
成
・
支
援
の
体
制
を
整
え
、

新
た
な
地
域
産
業
の
創
出
な

ど
に
よ
る
雇
用
・
就
労
を
増

や
す
考
え
で
す
。

　
　
　
　

町
発
注
工
事
の
精

算
払
い
を
早
め
る
考
え
は
。

　
　
　
　

請
負
業
者
か
ら
工

事
完
成
の
通
知
を
受
け
た
日

か
ら
14
日
以
内
に
完
成
検
査

を
実
施
し
、
完
成
検
査
合
格

後
に
請
負
業
者
か
ら
請
求
を

受
け
た
日
か
ら
40
日
以
内
に

支
払
い
を
し
て
い
ま
す
。
支

払
い
日
数
の
設
定
は
国
の
規

定
に
準
じ
た
も
の
で
、
妥
当

な
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

請
負
業
者
か
ら
相
談
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
契
約
書

に
定
め
る
規
定
の
範
囲
内
で
、

個
別
の
事
情
に
対
応
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
　

減
少
し
続
け
る
農

家
へ
の
支
援
と
指
導
の
、
関

係
機
関
と
の
連
携
の
状
況
は
。

　
　
　
　

人
口
減
少
と
と
も

に
農
家
戸
数
、
生
産
量
と
も

山ぶどう栽培農家の栽培指導会の様子

議
員

議
員

議
員

議
員

町
長

町
長

町
長

町
長 答 問

10
月
上
旬
ま
で
に

一
部
を
通
行
解
除

林
道
案
内
沢
線
の

通
行
不
能
解
除
は

一般質問

９

減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
現
状
で
す
。

　

町
の
基
幹
産
業
の
酪
農
を

持
続
発
展
し
て
い
く
た
め
に
、

新
葛
巻
型
酪
農
構
想
を
昨
年

度
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
今

後
は
、
こ
の
構
想
の
着
実
な

実
現
に
向
け
て
、
規
模
拡
大

を
望
む
農
家
に
対
し
て
各
種

施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
ま

す
。

　

農
家
指
導
の
関
係
機
関
と

の
連
携
は
、
農
協
が
主
催
す

る
栽
培
指
導
会
な
ど
に
、
農

業
改
良
普
及
員
が
巡
回
し
な

が
ら
指
導
を
行
う
体
制
を
確

立
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

林
道
案
内
沢
線
が
、

通
行
規
制
の
理
由
が
分
か
ら

な
い
ま
ま
２
年
以
上
も
通
行

不
能
の
状
態
で
す
。
通
行
止

め
解
除
の
見
通
し
は
。
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　９月７日に、３議員が一般質問を行いました。一般質問は、町の行政全般にわたり、事
務の執行状況や将来の方針などを幅広い視点から報告や説明を求め質問します。
議員の質問できる時間は、１時間以内です。
　※議事録の内容は、町のホームページと議会事務局で閲覧ができます。

　

今
後
も
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
、
各
種
会
議
な
ど
で

情
報
共
有
を
積
極
的
に
行
い
、

農
業
活
性
化
へ
の
取
り
組
み

を
推
進
す
る
考
え
で
す
。

　
　
　
　

新
た
な
転
作
品
目

の
導
入
の
考
え
は
。

　
　
　
　

新
た
な
転
作
品
目

の
導
入
は
、
国
の
戦
略
作
物

な
ど
の
状
況
を
勘
案
し
な
が

ら
検
討
し
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
、
バ
イ
オ
マ

ス
プ
ラ
ン
ト
の
排
熱
を
利
用

し
た
施
設
園
芸
の
導
入
な
ど
、

よ
り
収
益
性
の
高
い
地
域
振

興
作
物
の
導
入
の
検
討
を
進

め
る
考
え
で
す
。

議
員

町
長



　
　
　
　

町
税
の
徴
収
率
向

上
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
　

町
税
の
口
座
振
替

の
利
便
性
を
向
上
す
る
た
め

「
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
」
を
追
加

し
た
ほ
か
、
会
社
の
従
業
員

の
町
県
民
税
の
納
付
を
、
事

業
主
が
給
与
か
ら
天
引
き
し

て
納
付
す
る
特
別
徴
収
対
象

事
業
者
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、

納
税
し
や
す
い
環
境
の
充
実

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
24
時
間
納
税
が

可
能
な
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
導

10

問

答

町税の徴収率向上対策は

コンビニ収納の導入など検討
山
やま

崎
ざき

 邦
くに

廣
ひろ

 議員

　
　
　
　

町
税
収
納
の
取
り

組
み
の
現
状
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

26
年
度
の
町
税
全

体
の
徴
収
実
績
は
、
調
定
額

７
億
６
７
１
０
万
円
（
前
年

度
比
１
２
６
３
万
円
の
減
）、

収
入
済
額
６
億
７
０
９
０
万

円
（
前
年
度
比
８
９
５
万
円

の
減
）で
収
納
率
は
87
・
５
％

で
す
。
収
納
率
は
前
年
度
を

０
・
３
％
上
回
り
、
重
点
目

標
と
し
て
い
た
前
年
度
を
下

回
ら
な
い
収
納
率
を
達
成
し

ま
し
た
。

　

町
県
民
税
、
固
定
資
産
税

な
ど
の
普
通
税
の
収
納
率

は
92
・
９
％
で
、
前
年
度
よ

り
０
・
１
％
増
加
、
国
民
健

康
保
険
税
の
収
納
率
は
76
・

５
％
で
、
前
年
度
よ
り
０
・

５
％
増
加
し
ま
し
た
。

　

町
税
収
納
の
取
組
み
と
し

て
、
副
町
長
を
本
部
長
と
す

る
町
税
徴
収
対
策
本
部
会
議

を
年
度
当
初
に
開
催
し
、
年

間
の
徴
収
計
画
を
協
議
し
て

い
ま
す
。
主
に
、
納
付
催
告

書
の
発
布
、
大
口
滞
納
者
に

対
す
る
納
付
相
談
、
課
長
等

に
よ
る
訪
問
催
告
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
財
産

調
査
を
進
め
な
が
ら
債
権
の

差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処

分
に
よ
る
町
税
の
収
納
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

町
税
全
体
の
収
入
未
済
額

は
、
20
年
度
か
ら
約
５
４
０

０
万
円
の
滞
納
額
が
縮
減
し

て
い
ま
す
。
課
長
な
ど
を
中

心
に
全
庁
的
な
取
り
組
み
で
、

職
員
の
税
収
納
の
重
要
性
に

対
す
る
意
識
を
高
め
な
が
ら
、

町
財
政
の
重
要
課
題
と
し
て

収
納
率
の
向
上
に
取
り
組
み
、

収
納
率
、
収
入
未
済
額
が

年
々
改
善
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
岩
手
県
地
方

税
特
別
滞
納
整
理
機
構
に
21

年
度
か
ら
２
年
間
町
職
員
を

派
遣
し
、
徴
収
困
難
事
案
の

整
理
や
滞
納
整
理
に
関
す
る

実
務
を
体
得
し
、
そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
活
用
で
き
た
こ
と
も
収

納
率
の
向
上
な
ど
の
大
き
な

要
因
と
考
え
ま
す
。

議
員

町
長

議
員

町
長

一般質問

11

入
な
ど
、
収
納
率
の
向
上
や

期
限
内
納
付
の
拡
大
に
つ
な

が
る
新
た
な
取
り
組
み
や
仕

組
み
の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

　

滞
納
繰
越
分
は
、
債
権
の

差
し
押
え
に
加
え
、
不
動
産

の
差
し
押
え
公
売
な
ど
の
手

続
き
の
ほ
か
、
財
産
調
査
を

実
施
し
て
（
※
）
不
納
欠
損

の
可
否
な
ど
、
滞
納
処
分
の

強
化
を
検
討
し
ま
す
。

　

納
税
者
間
の
公
正
・
公
平

性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
も

滞
納
整
理
の
強
化
は
重
要
な

た
め
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
制
限
を
再
度
検
討
す
る
な

ど
、
よ
り
一
層
、
収
納
率
を

向
上
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組

み
を
総
合
的
に
実
施
す
る
考

え
で
す
。
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（
※
）
不
納
欠
損

　

滞
納
分
の
徴
収
金
を
何

ら
か
の 

理
由
で
徴
収
が
行

え
ず
、
今
後
も
徴
収
の
見

込
み
が
な
い
た
め
、
未
収

に
な
っ
て
い
る
税
金
を
消

滅
さ
せ
る
こ
と
。

定例会議などで定例会議などで
決 ま っ た こ と決 ま っ た こ と

公
共
施
設
等
整
備
基
金
を
増
額

公
共
施
設
等
整
備
基
金
を
増
額

2727年度補正予算年度補正予算

木
材
加
工
施
設

整
備
の
内
容
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

地
区
セ
ン
タ
ー

修
繕
の
内
容
は

ス
コ
ア
ボ
ー
ド

改
修
見
込
み
は

農
林

環
境

総
務

企
画

教
育

委
員
会

教
育

委
員
会

　
　

木
材
加
工
施
設
等
整
備

事
業
の
内
容
は
。

　
　

木
の
皮
を
バ
ー
ク
に
製

造
す
る
機
械
を
、
畜
産
開
発

公
社
に
整
備
し
ま
す
。

　

農
家
な
ど
へ
の
一
般
供
給

は
、
機
械
の
能
力
や
原
料
の

現
状
を
見
極
め
な
が
ら
検
討

し
ま
す
。

　
　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
業
務
の
内
容

と
完
成
時
期
は
。

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
デ
ザ

イ
ン
を
全
面
的
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、
不
正
ア
ク
セ
ス
な

ど
に
対
応
す
る
た
め
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
を
強
化

し
ま
す
。
28
年
３
月
末
ま
で

に
完
了
し
ま
す
。

　
　

修
繕
を
必
要
と
す
る
地

区
セ
ン
タ
ー
の
箇
所
と
、
そ

の
改
修
の
内
容
は
。

　
　

冬
期
間
の
雪
の
重
み
に

よ
っ
て
破
損
し
た
、
土
谷
川

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
の
屋
根

を
修
繕
し
ま
す
。

　
　

総
合
運
動
公
園
野
球
場

の
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
が
落
雷
に

よ
っ
て
破
損
し
て
い
ま
す

が
、
改
修
の
見
込
み
は
。

　
　

国
体
の
受
け
入
れ
に
万

全
を
期
す
た
め
、
年
度
内
に

改
修
す
る
考
え
で
す
。

問 問

問問

答 答

答答

補

正

予

算

補

正

予

算

　

一
般
会
計
に
２
億
１
３
８

１
万
円
追
加
し
、
総
額
を
64

億
１
１
７
４
万
円
と
し
ま
し

た
。

　

公
共
施
設
等
整
備
基
金
に

１
億
５
０
０
０
万
円
を
積
み

立
て
、
総
額
26
億
４
４
０
５

万
円
に
、町
の
基
金
（
貯
金
）

総
額
が
50
億
６
５
８
８
万
円

に
な
り
ま
す
。

　

各
会
計
の
補
正
額
と
主
な

予
算
の
使
い
み
ち
は
上
の
表

の
と
お
り
で
す
。

会　計　名 補正額 補正後の予算額

一　般　会　計 ２億1381万円 64億1174万円

特
別
会
計

国民健康保険事業 8379万円 13億4539万円

簡易水道事業 2979万円 6億2558万円

《主な予算の使いみち》

■ 公共施設等整備基金の積み立て ･･･････････ １億5000万円
■ 木材加工施設等整備補助金 ･･･････････････････ 2850万円
■ ホームページリニューアル業務
　（セキュリティー強化）･･･････････････････････ 265万円
■ 高額療養費管理システム導入業務 ･･････････････ 203万円
■ 緊急通報装置の購入････････････････････････････ 54万円

　

９
月
定
例
会
議
な
ど
で
、
27
年
度
補
正
予

算
、
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
の
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
主
な
質
疑
】

増
設
す
る
緊
急
通
報
装
置

リニューアルを進める
町のホームページ　　
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9,5119,511

1,7721,772

8,9528,952

1,4661,466

8,6198,619

1,5421,542

8,1478,147

1,3611,361

7,8207,820

町税の収入未済額の推移
（単位：万円）

滞納
現年



12

定 例 会 議 で定 例 会 議 で
決 ま っ た こ と決 ま っ た こ と

13

○９月定例会議などで、議員の判断で決定した議案（※今回は賛否が分かれた議案はありませんでした）

議案等
番　号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名

件名と主な内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

議決
結果

山 

崎　

邦 

大 

平　
　

 

守

柴 

田　

勇 

雄

鈴 

木　
　

 

満

姉 

帯　

春 

治

小
谷
地
喜
代
治

山
岸　

は
る
美

辰 

柳　

敬 

一

高 

宮　

一 

明

中 

崎　

和 

久

議案40号 平成27年度葛巻町一般会計補正予算（第２号）･･･ ２億1381万円を追加して予
算額64億1174万円に。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案41号 平成27年度葛巻町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）･･･8379
万円を追加して予算額13億4539万円に。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案42号 平成27年度葛巻町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）･･･2979万円を追
加して予算額６億2558万円に。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案43号 個人情報保護条例の一部改正･･･マイナンバー制度の導入に備えた条例の改正。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案44号 手数料条例の一部改正･･･マイナンバー制度の導入による、通知カード、個人番
号カードの再発行手数料を設定。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

農業委員会の選任による委員の推薦･･･橘秀子さん（江刈馬渕）、星野順子さん（星
野）、木戸場真紀子さん（小苗代）、久保淳さん（山岸）を推薦。 推薦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

同意２号 教育委員会の委員の任命に関し同意を求めること･･･千葉洋一さん（茶屋場）を
任命（再任）することに同意。 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

同意３号 固定資産評価審査委員会の委員の選任に関し同意を求めること･･･漆真下孝幸さ
ん（大沢）を選任（再任）することに同意。 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

同意４号 副町長の選任に関し同意を求めること･･･觸澤義美さん（田子）を選任（再任）
することに同意。 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認定２号 平成26年度葛巻町一般会計歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認定３号 平成26年度葛巻町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認定４号 平成26年度葛巻町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認定５号 平成26年度葛巻町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認定６号 平成26年度葛巻町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

※ ○は原案に賛成。
※ 議長は採決に加わりません。
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条

例

改

正

条

例

改

正

人

事

案

件

人

事

案

件

●
個
人
情
報
保
護
条
例
の
改

正

　
（
※
）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
の
導
入
に
備
え
た
条
例
の

改
正
。

●
手
数
料
条
例
の
改
正

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入

に
よ
る
、
通
知
カ
ー
ド
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
の
再
発
行
手

数
料
を
設
定
。

●
副
町
長
の
同
意
（
再
任
）

　

觸ふ
れ

澤さ
わ

義よ
し

美み

さ
ん
（
田
子
）

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

　

任
期
は
、
31
年
９
月
30
日

ま
で
。

（
※
）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

　

住
民
票
を
も
っ
て
い
る
全

て
の
人
に
12
桁
の
番
号
を
付

し
て
、
税
や
社
会
保
障
な
ど

の
分
野
で
効
率
的
に
情
報
を

管
理
す
る
た
め
の
制
度
。

●
教
育
委
員
会
委
員
の
同
意

（
再
任
）

　

千ち

葉ば

洋よ
う

一い
ち

さ
ん（
茶
屋
場
）

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

　

任
期
は
、
31
年
９
月
30
日

ま
で
。

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
（
再
任
）

　

漆う
る
し

真ま
っ

下か

孝た
か

幸ゆ
き

さ
ん（
大
沢
）

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

　

任
期
は
、
30
年
９
月
30
日

ま
で
。

●
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

　

橘た
ち
ば
な

秀ひ
で

子こ

さ
ん
（
江
刈
馬

渕
）、
星ほ

し

野の

順じ
ゅ
ん

子こ

さ
ん
（
星

野
）、
木き

戸と

場ば

真ま

紀き

子こ

さ
ん

（
小
苗
代
）、久く

保ぼ

淳ま
こ
と

さ
ん（
山

岸
）
を
推
薦
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
30
年
８
月
19
日

ま
で
。

　
　

町
で
は
、
ど
の
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
か
。

　
　

町
に
あ
る
産
業
や
資
源
、

環
境
を
最
大
限
に
生
か
し
、

山
村
の
モ
デ
ル
と
な
る
ま
ち

づ
く
り
と
し
て
「
夢
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
」、「
住
み
続
け

た
い
と
思
え
る
町
」、「
誇
り

を
持
て
る
町
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

将
来
の
計
画
は
、
町
の
基

幹
産
業
で
あ
る
酪
農
が
１
０

０
年
後
も
農
山
村
の
酪
農
経

営
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
、
高

品
質
な
「
く
ず
ま
き
ブ
ラ
ン

ド
牛
乳
」
の
確
立
を
目
標
と

し
た「
新
葛
巻
型
酪
農
構
想
」

を
進
め
ま
す
。

　

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

酪
農
団
地
で
畜
ふ
ん
を
利
用

し
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
や
熱

源
利
用
を
行
い
、
そ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
町
内
で
消
費
で
き

る
環
境
を
つ
く
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

町
が
持
つ
資
源
と
魅
力
を

積
極
的
に
活
用
し
な
が
ら
、

50
年
先
も
町
民
の
皆
さ
ん
が

町
に
誇
り
を
持
ち
、
こ
の
町

に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と

思
え
る
よ
う
に
、
葛
巻
ら
し

い
一
歩
先
行
く
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

問答
葛
巻
町
が
目
指
す

葛
巻
町
が
目
指
す

ま
ち
づ
く
り
は

ま
ち
づ
く
り
は

　葛巻町60周年記念事業「子ども
議会」を８月10日に開催しました。
町内の５小学校の６年生30人が出
席し、町が取り組んでいる観光や福
祉、環境の施策に対する質問や要望
を提言しました。
　質問・答弁の内容を要約してお知
らせします。

葛巻町60周年記念事業葛巻町60周年記念事業

子ども議会子ども議会
子ども議会の進行を務めた、山

やま

形
がた

奏
か

心
こ

議長（右）
吉
よし

澤
ざわ

明
あ

香
か

里
り

副議長（左）

【
質
問
者
】

葛
巻
小
学
校

　

大お
お

久く

保ぼ　

知と
も　

紀き 

議
員

　

村む
ら　

田た　
　
　

帆は
ん 

議
員

　

本も
と　

地ち　

楓ふ
う　

花か 

議
員

　

上か
み　

平た
い　

奈な　

和お 

議
員

　

大お
お

久く

保ぼ　
　

響ひ
び
き　

 

議
員
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私 た ち私 た ち の  の 思 い思 い を　　　 を　　　町 づ く り町 づ く り に  に !!! !
町
の
観
光
情
報

町
の
観
光
情
報

Ｐ
Ｒ
の
方
法
は

Ｐ
Ｒ
の
方
法
は

観
光
客
が
増
え
る

観
光
客
が
増
え
る

工
夫
や
取
り
組
み
は

工
夫
や
取
り
組
み
は

高
齢
者
の
安
心
確
保

高
齢
者
の
安
心
確
保

ど
の
よ
う
な
工
夫
で

ど
の
よ
う
な
工
夫
で

希
望
す
る
ク
ラ
ブ
で

希
望
す
る
ク
ラ
ブ
で

部
活
が
し
た
い
で
す

部
活
が
し
た
い
で
す

安
全
で
安
心
な

安
全
で
安
心
な

通
学
路
の
整
備
を

通
学
路
の
整
備
を

子ども議会を子ども議会を
終えて終えて

森
林
保
全
の
活
動

森
林
保
全
の
活
動

仕
組
み
や
内
容
は

仕
組
み
や
内
容
は

【
質
問
者
】

葛
巻
小
学
校

　

服は
っ
と
り

１
部　

河が　

来く 

議
員

　

山や
ま　

中な
か　

竜た
つ　

哉や 

議
員

　

八や　

木ぎ　

萌も
え　

香か 
議
員

　

大お
お　

石い
し　

　
　

空そ
ら 

議
員

【
質
問
者
】

吉
ヶ
沢
小
学
校

　

畠は
た
け　

山や
ま　

春は
る　

輝き 

議
員

　

芳よ
し　

田だ　
　
　

瞬
し
ゅ
ん 

議
員

【
質
問
者
】

葛
巻
小
学
校

　

上う
え　

野の　

璃り　

子こ 

議
員

　

向む
か　

井い　

大た
い　

河が 

議
員

　

家い
え　

田だ　

佳よ
し　

哉や 

議
員

　

笹さ
さ　

川か
わ　

大た
い　

成せ
い 

議
員

【
質
問
者
】

江
刈
小
学
校

　

山や
ま　

本も
と　

沙さ

也や

加か 

議
員

　

中な
か　

居い　

颯そ
う　

真ま 

議
員

　

大お
お

川か
わ

原ら　

芽め　

生い 

議
員

　

木き

戸と

場ば　
　
　

凜り
ん 

議
員

　

大お
お

川か
わ

原ら　

陽は
る　

斗と 

議
員

【
質
問
者
】

五
日
市
小
学
校

　

堀ほ
り　

内う
ち　

華は

来く

彩あ 

議
員

　

下し
も　

野の　
　
　

光
ひ
か
る 

議
員

　

栗く
り　

村む
ら　

龍り
ゅ
う　

斗と 

議
員

　

橘た
ち
ば
な　

　
　

幸さ
ち　

恵え 

議
員

　

辰た
つ　

柳や
な
ぎ　

遥は
る　

菜な 

議
員

【
質
問
者
】

小
屋
瀬
小
学
校

　

土つ
ち　

谷や　

貴よ
し　

哉や 

議
員

　

赤あ
か　

石い
し　

す
み
れ 

議
員

　

外そ
と　

山や
ま　

瑞み
ず　

希き 

議
員

　

佐さ　

藤と
う　

里り　

咲さ 

議
員

　
　

町
の
観
光
で
力
を
入
れ

て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

観
光
情
報
を
ど
の
よ
う
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
ま
す
か
。

　
　

町
に
は
、
温
泉
、
ゴ
ル

フ
場
な
ど
の
観
光
施
設
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
町
に
あ
る
地

域
資
源
や
山
村
が
持
つ
機
能

を
生
か
し
た
体
験
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
取
り
組
み
で
、
一

人
で
も
多
く
の
観
光
客
に
来

て
も
ら
う
努
力
を
し
て
い
ま

す
。

　

観
光
の
Ｐ
Ｒ
は
、
く
ず
ま

き
高
原
牧
場
な
ど
と
協
力
し

て
町
内
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
盛

岡
や
東
京
な
ど
に
出
向
い
て

「
葛
巻
町
」
の
良
さ
を
情
報

発
信
し
て
い
ま
す
。

　
　

町
に
多
く
の
人
が
来
て

も
ら
え
る
取
り
組
み
を
考
え

て
い
ま
す
か
。

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
の
情
報

発
信
や
、
私
自
身
も
出
張
な

ど
で
出
か
け
た
際
に
、
た
く

さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
ま

す
。

　

多
く
の
人
に
来
て
も
ら
う

た
め
に
は
、
道
路
環
境
の
整

備
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

ト
ン
ネ
ル
な
ど
を
整
備
し
、

葛
巻
町
と
岩
手
町
の
間
が
15

分
ぐ
ら
い
で
行
き
来
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
よ
り
多
く

の
人
か
ら
来
て
も
ら
え
る
と

考
え
て
い
る
た
め
、
国
や
県

に
道
路
整
備
の
要
望
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
　

高
齢
者
の
方
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
た
め
に
、
ど
の

よ
う
な
工
夫
や
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
か
。

　
　

車
の
運
転
が
で
き
な
い

高
齢
者
の
た
め
に
、
通
院
や

買
い
物
が
し
や
す
く
な
る
よ

う
「
１
０
０
円
バ
ス
」
を
運

行
し
て
い
ま
す
。

　
　

中
学
校
で
希
望
す
る
部

活
動
が
で
き
る
よ
う
に
考
え

て
ほ
し
い
で
す
。

　
　

町
で
は
、
誰
も
が
自
分

の
好
き
な
部
活
動
に
取
り
組

み
た
い
と
い
う
希
望
を
か
な

え
た
い
と
思
っ
て
い
る
た
め
、

各
中
学
校
の
部
活
動
を
一
本

化
し
、
町
の
バ
ス
な
ど
を

使
っ
て
生
徒
の
送
迎
を
行
う

こ
と
で
、
部
活
動
の
選
択
の

課
題
を
解
決
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
合
同
部
活
動
を
実

現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
中
学

校
総
合
体
育
大
会
や
新
人
戦

に
中
学
校
単
位
で
な
く
市
町

村
単
位
で
の
参
加
が
可
能
と

　
　

登
下
校
す
る
と
き
に
、

歩
道
が
狭
か
っ
た
り
す
る
場

所
が
あ
る
の
で
危
険
で
す
。

新
た
に
歩
道
を
整
備
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
か
。

　
　

皆
さ
ん
が
通
う
道
路
や

歩
道
の
危
険
な
場
所
を
で
き

る
だ
け
早
く
無
く
し
て
安
全

に
歩
行
で
き
る
よ
う
に
、
国

道
や
県
道
の
管
理
者
の
県
に

整
備
を
お
願
い
し
て
い
き
ま

す
。

　

町
道
は
、
こ
れ
ま
で
に
要

望
の
あ
っ
た
場
所
の
整
備
を

終
え
て
い
ま
す
が
、
今
後
、

新
た
な
要
望
が
出
る
場
合
に

は
、
早
く
対
応
し
ま
す
。

　
　

町
の
森
林
を
守
る
取
り

組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　

森
林
を
守
る
取
り
組
み

は
、
森
林
資
源
を
活
用
す
る

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
や
薪
ス

ト
ー
ブ
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
の
利
用
拡
大
を
推
進
し
て

い
る
ほ
か
、
植
樹
祭
や
ト
リ

問問

問問

問

問

問

答答

答答

答

答

答

　

ま
た
、
お
年
寄
り
の
家
庭

に
お
弁
当
を
届
け
る
「
配
食

サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
で
、
高
齢

者
の
方
へ
の
声
が
け
や
安
心

し
て
生
活
で
き
る
工
夫
を
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、「
地

域
安
心
生
活
支
援
員
」
を
各

地
区
に
配
置
し
て
、
地
域
で

お
年
寄
り
を
見
守
る
体
制
を

つ
く
っ
て
い
ま
す
。

プ
ル
ま
き
フ
ェ
ス
タ
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
森
林

資
源
の
大
切
さ
を
情
報
発
信

し
て
い
ま
す
。

　

森
林
は
、
と
て
も
大
切
な

財
産
で
す
の
で
、
自
然
環
境

を
守
る
取
り
組
み
が
大
事
で

す
。
ふ
る
さ
と
葛
巻
町
の
豊

か
な
自
然
の
象
徴
で
あ
る
森

林
の
保
護
と
、
美
し
い
自
然

と
環
境
が
未
来
に
も
残
せ
る

よ
う
に
、
一
緒
に
が
ん
ば
り

ま
し
ょ
う
。

　
　

太
陽
光
発
電
施
設
を
各

学
校
な
ど
に
増
や
す
計
画
が

あ
り
ま
す
か
。　

　
　

町
で
は
、
町
内
す
べ
て

の
小
中
学
校
に
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
小
中
学

校
以
外
の
施
設
で
は
、
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
各
地
区

の
セ
ン
タ
ー
や
公
民
館
に
設

置
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
社

会
体
育
館
に
設
置
す
る
予
定

で
す
。

先生や町議員らが見守る中で行われた子ども議会

堂々と質問をする子ども議員

な
る
よ
う
に
、
中
学
校
体
育

連
盟
か
ら
認
め
て
も
ら
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
町
が
県
と

岩
手
地
区
中
学
校
体
育
連
盟

に
対
し
て
、
町
内
の
部
活
動

の
現
状
を
説
明
し
た
結
果
、

来
年
度
か
ら
の
３
校
合
同
部

活
動
の
実
現
に
向
け
て
大
き

な
前
進
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
こ
れ
か
ら
も

色
々
な
ス
ポ
ー
ツ
選
手
か
ら

指
導
を
受
け
る
機
会
を
つ
く

り
、
み
な
さ
ん
の
部
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

資料を活用して質問をする子ども議員

中崎議長

　まちづくりや日ごろ身近に感じている
学校生活の問題などの意見があり、葛巻
のこと、地域のこと、学校のことを、しっ
かりと真剣に取り組んで考えていること
を再確認しました。
　「極めて優秀な子ども議会」でした。
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I N T E R V I E W

Ｑ
．
自
己
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ

　

４
月
か
ら
、
盛
岡
信
用
金
庫
葛
巻

支
店
長
と
し
て
、
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。
二
戸
市
（
金
田
一
）
の
出

身
で
す
。
３
月
ま
で
盛
岡
市
の
本
町

支
店
で
支
店
長
代
理
を
勤
め
、
葛
巻

町
に
は
単
身
で
赴
任
し
ま
し
た
。

　

趣
味
は
、
オ
ー
ト
バ
イ
の
ツ
ー
リ

ン
グ
な
の
で
、
自
然
豊
か
な
町
内
を

巡
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
体
を

動
か
す
こ
と
が
好
き
な
の
で
、
高
校

生
の
子
ど
も
２
人
と
一
緒
に
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
や
ス
キ
ー
を
す
る
こ
と
が

多
い
で
す
ね
。

Ｑ
．
葛
巻
町
の
印
象
は

　

葛
巻
町
に
赴
任
し
た
際
に
優
し
く

受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
が

常
に
笑
顔
で
接
し
て
く
れ
る
の
で
、

と
て
も
心
が
温
か
い
方
が
多
い
で
す

ね
。

　

町
内
の
公
共
施
設
に
太
陽
光
発
電

施
設
の
整
備
を
進
め
た
り
、
消
防
団

の
活
動
が
活
発
な
の
で
、
町
全
体
の

防
災
意
識
が
高
く
感
じ
ま
す
。

　

商
工
業
者
へ
の
町
の
補
助
制
度
が

充
実
し
て
い
て
、
と
て
も
特
徴
的
な

取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
信
用
金
庫
の
役
割
は

　

地
元
の
金
融
機
関
と
し
て
、
皆
さ

ん
か
ら
親
し
み
を
感
じ
て
い
た
だ
い

て
、
何
で
も
相
談
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
特
に
も
、

事
業
改
善
や
事
業
継
承
の
相
談
な
ど

に
積
極
的
に
対
応
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　

町
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、
多

く
の
皆
さ
ん
と
触
れ
合
う
機
会
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
も
っ
と

葛
巻
町
の
こ
と
を
教
え
て
ほ
し
い
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

盛岡信用金庫葛巻支店長

小
お

川
がわ

　亮
りょう

 さん（43歳）

地
域
に
信
頼
さ
れ
る
金
融
機
関
へ

表　　紙表　　紙　「ふきのとう」の皆さん　「ふきのとう」の皆さん

編
集
後
記

　

収
穫
の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
が
、

皆
様
の
「
収
穫
」
は
い
か
が
で
し
た

か
。
日
没
が
早
く
な
り
ま
し
た
の
で

農
作
業
に
あ
た
っ
て
は
慌
て
ず
、
急

が
ず
事
故
の
な
い
よ
う
に
お
気
を
つ

け
く
だ
さ
い
。

　

本
号
で
は
「
子
ど
も
議
会
」
の
活

発
な
質
疑
の
様
子
を
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
。
こ
の
「
子
ど
も
議
員
」
の
中

か
ら
将
来
町
の
議
員
が
誕
生
す
る
の

で
は
と
楽
し
み
で
す
。
私
た
ち
議
員

の
任
期
も
残
す
と
こ
ろ
約
３
カ
月
。

最
後
ま
で
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

広
報
常
任
委
員
会

委
員　

姉　

帯　

春　

治

情 報 公 開
　議長が議会の対外的活動をするための経費が議長交
際費です。各団体の総会、式典の会費が主なものです。

7月 22,000円（
（
（

文化協会40周年記念
祝賀会ほか

戦没者追悼式ほか

高砂荘敬老会ほか

）
）
）

54,000円
25,000円

8月
9月

N
o.　
　

172
９
月
定
例
会
議

平
成
27年

10月
30日

発
行

発
行
　
岩
手
県
葛
巻
町
議
会

編
集
　
広
報
常
任
委
員
会

〒
028-5495 岩

手
県
岩
手
郡
葛
巻
町
葛
巻
16-1-1

TEL・
0195-66-2111　

FA
X・
0195-66-2780

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▶
http://w

w
w
.tow

n.kuzum
aki.iw

ate.jp/

　第70回国民体育大会のゲートボール競技が、９月
５日～６日の２日間、和歌山県高野町で行われ、町
ゲートボール協会所属チームの「ふきのとう」が東
北代表として初出場し、第４位に輝きました。
　各種大会で上位の成績を収めるなど、今後の活躍
が期待されます。
（表紙：左から、坂下孝一さん、本宮秀彦さん、丹内久規さん、入月文彦さん）

森林認証した紙を使用して
おります。

「くずまき議会だより」は、ユニバーサルカラーとユニバーサルフォント
に対応しており、より多くの方に視認しやすく、判読しやすいように配慮
して制作しております。一部当たり約58円で作成されています。
印刷：㈱白ゆり　〒020-0122 岩手県盛岡市みたけ6-1-50

次の定例会議は12月４日(金)です。

国体の成績を町長に報告する「ふきのとう」の皆さん


